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と有意に関連していた要因は， 1 ，３ ，４ ，５ 年生で
あること， オッズ 比 はそれぞれ1.４8（9５%CI:1.０２-
２.1３），1.６３（9５%CI:1.1０-２.４２），1.６０（9５%CI:1.０8-
２.３9），1.５６（9５%CI:1.０３-２.３５），朝食の欠食がある














































































　 7 つのヒト 膵 臓 癌 由 来 株（KP- 1 N，KP ３ ，
TCC-PAN ２ ，BxPC- ３ ，PANC- 1 ，AsPC- 1 ，
MIA-PaCa- ２ ）に対してMatrigelinvasionassayを






クロアレイ 解 析 を 行った。解 析 にはGeneSpring
（Agilent）を用い，初代と ４ 代目で遺伝子発現が




























りも浸潤能が亢進した ５ 細胞株（KP- 1 N，KP ３ ，
TCC-PAN ２ ，BxPC- ３ ，PANC- 1 ）と，殆ど変化











の ４ 代目を比較したものでは，IL-３２とPCYT- 1 Bに
おいて高浸潤群側の方が高発現している傾向にあっ
た。



























































































ラフィン 包 埋 切 片 を 用 いた。 これらより 各 種
Claudin- 1 : C- 1 ，Claudin- ３ : C- ３ ，Claudin- ５ :
C- ５ およびClaudin- 7 :C- 7 に対する特異抗体C- 1





上皮同士のBasolateral側にC- 1 とC- ５ が，導管の腺
上皮の腺腔側にC- ５ が，介在部導管上皮ではC- 1 と
C- ３ が，小葉の腺房細胞では接合部に一致して
C- ３ ，C- ５ ，C- 7 の発現の局在を認めた。
　良性腫瘍の中で最も多い多形腺腫では，腺腔を形
成する部位では細胞のApex部位やBasolateral側に
















































































一，井 村　穣 二． 唾 液 腺 腫 瘍 における 種々の
Claudinの発現とその局在の差異について．第1０４回
日本病理学会総会，２０1５，４.３０-５.２，名古屋.

































特異抗体（抗Laminin- ５ gamma ２ chainマウスモ
ノクローナル抗体，Chemicon）を用い，自動免疫














































































































































４４/６8（６４.7%），β：４４/６8（６４.7%），α β ペア 率:
３8/６8（５５.9%）であった。今回のaAPCを用いて得
られたTCRβ のレパートリーと， 同 じドナーの
BRLF- 1 ペプチド（TYPVLEEMF）/HLA-A２４ 複
合体を用いて得られたTCRβのレパートリーを比
較したところ，今回得られたTCRβのうち２５個は
BRLF- 1 ペプチド（TYPVLEEMF）/HLA-A２４ 複
合体を用いて得られたTCRβと同じものであった。







パ ー ト リ ー の 一 部 は，BRLF- 1 ペ プ チ ド
TYPVLEEMF/HLA-A２４複合体を用いて得られた
TCRのレパートリーと 一 致 していた。つまり，抗
原ペプチドのアミノ酸配列が未知であっても，標的






























recombinaseとともにEGFPをも 発 現 するトランス
ジェニックマウス（Pdgfra-CreERT 2 -Egfp, 以 下
































































２ ）CHT(+)iHAEお よ びCHT(-)iHAEは，Normal








( DMEM / F - 1 ２ ) ， 1 ０ %N e u r o C u l t ® N S - A
differentiationKit， 1 %penicillinantibiotic
Ⅱ．CHT(+)細胞の特性の検討
1 ）培養による経時的変化：培養後， ２ 日間隔で，
培地の交換を行い， ２ 日， ４ 日， 8 日目に倒立顕微
鏡にて形態を観察した。
２ ）神経細胞マーカーの発現：培養 8 日目に細胞を
PBSで洗浄後， ４ ％パラホルムアルデヒドにて固定
後，Ne s t i n ( S a n t a c r u t z , r a b b i t ,  1/ ２ ０ ０ ) ,
TUJ 1 (R&D,mouse,1/２００),betaⅢtubulin(abcam,
rabbit, 1/1００), Synaptophysin (abcam, rabbit,






AceqPCRRTMasterMix（東 洋 紡） を 用 いて




４ ） 単 一 刺 激 インパルスによるfEPSP（field
































































































































て 安 楽 死 さ せ， 腫 瘍 を 摘 出 し た。Tumor
DissociationKitで 腫 瘍 組 織 を 酵 素 処 理 し，
gentleMACS（Miltenyi社）を用いて粉砕し，腫瘍
浸 潤 リ ン パ 球（TIL=Tumor  In f i l t r a t i ng




体 およびCD1３7 抗 体 で 染 色 し，セルソータにて
CD４+CD1３7−細胞およびCD４+CD1３7+細胞を単一細
胞ソートした。









　各 サンプルより 取 得 したTCRレパートリーを
図 1 に 示 す。CD４+CD1３7− TILで は ４４ 個，
CD４+CD1３7+TILでは４２個，dLNのCD４+CD1３7−T
細胞からは３５個，dLNのCD４+CD1３7+T細胞からは













である。TILのCD4＋CD137＋ では，他 のサンプルに 比
べ，クローナルに増幅しているT細胞が多く見られた。
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　TILのCD４+CD1３7−のT細胞とTILのCD４+CD1３7+
のT細胞で一部のTCRの重複がみられた（図 1 の③









胞 の 方 がクローナルなものが 多 く 確 認 された。
CD1３7は活性化T細胞に発現し，腫瘍免疫応答に関
わるとされており， 腫 瘍 特 異 的 なTCRを 持 つ
CD1３7+のT細胞を獲得することががん免疫療法に
おいて肝要であると考えられる。
成果公表
吉野　佳佑，下岡　清美，浜名　洋，岸　裕幸，村
口　篤．メラノーマ担癌マウスを用いた腫瘍浸潤リ
ンパ球のＴ細胞受容体（TCR）レパートリー解析．
第7０回富山県医学会，２０1６，３．1３，富山．
